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令
和
７
年
度
老
人
の
日
記
念

  

百
歳
高
齢
者
へ
祝
品
を
贈
呈

「道の駅物産センター」
解体工事のため、仮店舗営業へ

　　現・道の駅物産センターは、解体工事のため 11 月３日（月）の 17 時で

　営業を終了します。

　　11 月 13 日（木）より、旧緑町コミュニティセンターを仮店舗として営業

　を再開します。以降、新物産館オープンまでの約１年間は、仮店舗での営業

　となります。

「新・緑町ふれあいセンター」OPEN ！

　　 11 月４日（火）より、緑町

　ふれあいセンターがご利用可

　能です。

　 １階の会議室等をご利用希望

　の場合は、指定管理者である

　「厚沢部町森林組合」へご連絡

　ください。

●問合せ先 厚沢部町森林組合

平日９：００～１７：００

　　　　 ＴＥＬ：６４‐３０６９

　　　　 ＦＡＸ：６４‐３７６９

　

８
月
19
日

（火）
に
発
生
し
た
大
雨
災
害
の
際
に
、
速
や

か
に
排
水
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
冠
水
の
拡
大
を
防
い

だ
と
し
て
、
町
は
江
口
工
業
㈱
（
江
口
信
幸
代
表
取
締

役
）
と
、
佐
々
木
総
業
㈱
（
佐
々
木
俊
司
代
表
取
締
役
）

の
２
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
迅
速
に
排
水
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

住
宅
等
へ
の
大
き
な
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

▲佐々木総業㈱の佐々木氏（左）と、江口工業㈱の江口氏（右）

おめでとうございます！

いつまでもお元気で！

　
老
人
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
百
歳
を
迎
え
る

高
齢
者
へ
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
お
祝
い
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
町
長
か
ら
対
象
者
へ
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

▲字中館の自宅にて、青山トヨさん（中央） ▲館町の自宅にて、木村ミツ子さん（左）

大
雨
災
害
時
に
排
水
作
業
対
応

町
内
２
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈

▲あっさぶ荘にて記念撮影
　 澤利子さん（左から２番目）、中村房子さん（中央）、北島春惠さん（左から４番目）
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９
月
27
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
の
３
歳
以
上
児
の
運
動
会

が
園
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る
園

児
た
ち
。
全
て
の
競
技
を
楽
し
み

な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
む
子
ど

も
達
に
観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲ししまい組（５歳児）、保護者と記念撮影

▲スタート前の大きな返事（３歳児） ▲障害物競争（４歳児） ▲大玉ころがし競技（３歳児）

▲ペコリナイトダンス（４歳児） ▲パラバルーン披露（５歳児）

　

町
で
は
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見

や
要
望
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て
懇
談
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
た
め
、
次
の
日
程
で
『
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
』
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
３
地
区
を
基
本
に
、
要
望
の
あ
っ
た
町
内
会
に
お
い
て
は
個
別

の
開
催
と
い
た
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地 区 日 時 場　　　所

赤沼町 11月13日（木）13時30分 赤沼町ふれあいセンター

富栄 〃 15時30分 富栄ふれあいセンター

美和

〃 17時00分 山村開発センター

本町・新町
松園町・緑町

上里

滝野・稲見・清水

当路 11月14日（金）13時30分 当路ふれあいセンター

館町・中館

〃 15時30分 館地域振興センター
富里・須賀

南館町・城丘

新栄

相生・共和

〃 17時00分
鶉地区多目的

研修センター

鶉

鶉町

木間内・社の山・旭丘

※上記日程は、公務の都合等から変更となる可能性がありますので、あらかじめ、
　ご了承願います。なお、変更の場合は、町ＨＰや会場掲示等で周知します。

▲親子対抗リレー（５歳児）

　

町
で
は
、
今
年
度
も
高
齢
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
暖
房
費
の
一
部
を

助
成
す
る
冬
期
生
活
支
援
事
業
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

◎
支
給
額　

１
世
帯
あ
た
り 

１
万
円 

（
定
額
）

◎
対
象
世
帯　

次
の
３
つ
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

★
要
件
１　

11
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い

　
　
　
　
　

る
世
帯（
病
院
・
施
設
入
所
等
に
よ
る
長
期
不
在
の
単
身
世

　
　
　
　
　

帯
を
除
く
）

★
要
件
２　

令
和
７
年
度（
令
和
６
年
）
町
民
税
非
課
税
世
帯

★
要
件
３　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯　

①
世
帯
全
員
が
満
65
歳
以
上
の
世
帯

　

（
障
が
い
の
あ
る
方
・
18
歳
未
満
の
方
を
除
く
）

②
ひ
と
り
親
家
庭
等
世
帯（
医
療
費
受
給
者
世
帯
）

③
重
度
心
身
障
害
者
世
帯（
医
療
費
受
給
者
世
帯
）

◎
申
請
期
間　

令
和
７
年
11
月
４
日

（火）
～
令
和
８
年
１
月
30
日

（金）

◎
申
請
窓
口　

保
健
福
祉
課
福
祉
係（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

※
薪
・
オ
ー
ル
電
化
住
宅
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

※
詳
細
は
各
戸
配
布
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま

　
　

し
た
ら
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
６
４-

３
３
１
９

　

10
月
11
日

（土）
、
北
海
道
ガ
ス
硬
式
野
球
部
に
よ
る

「
北
ガ
ス
少
年
野
球
教
室
in
厚
沢
部
」
が
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
野
球
教
室
は

厚
沢
部
町
と
北
海
道
ガ
ス
㈱
が
「
連
携
と
協
力
に
関

す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
現
。

　

小
・
中
学
生
は
道
内
社
会
人
野
球
の
ト
ッ
プ
選
手

か
ら
捕
球
姿
勢
や
ス
イ
ン
グ
な
ど
の
基
本
技
術
等
を

学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
・
中
学
生
は
、
「
分
か

り
や
す
く
教
え
て
も
ら
え
た
。
選
手
た
ち
が
野
球
が

上
手
で
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。▲北海道ガス硬式野球部の皆さんと記念撮影

　

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
工

事
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ア
リ
ー
ナ
内
に
足
場

を
設
置
す
る
た
め
、利
用
で
き
る
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

●
工
事
期
間
：
令
和
７
年
11
月
中
旬
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
下
旬
予
定

●
利
用
可
能
範
囲 

　

【
通
常
時
】
：
ア
リ
ー
ナ
の
半
面
の
み
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。 

　

【
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ
】
：
工
事
期
間
中
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。 

　

【
足
場
の
設
置
・
移
設
時
】
：
ア
リ
ー
ナ
は
全
面
が

利
用
停
止
と
な
り
ま
す
。 

●
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て 

　

柔
剣
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
弓
道
場
な
ど
、

ア
リ
ー
ナ
以
外
の
施
設
は
通
常
通
り
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。 

●
詳
細
情
報 

　

詳
し
い
日
程
や
ご
不
明
な
点
は
、体
育
館
の
掲
示
板
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
お
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

★
問
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
☎
６
４
‐
３
３
１
８

認
定
こ
ど
も
園
で
運
動
会
を
開
催
！

 

北
ガ
ス
少
年
野
球
教
室

　
　

in
厚
沢
部
が
開
催

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
に
伴
い

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の

利
用
が
制
限
さ
れ
ま
す

福

祉

灯

油

ま
ち
づ
く
り
座
談
会



7 67 6

素敵な過疎のまちのあゆみ 素敵な過疎のまちのあゆみ

　

９
月
22
日

（月）
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
『
人
と
旗
の
波

作
戦
（
厚
沢
部
商
工
会
青
年
部
及
び
女
性
部
主
催
）
』
が
、
道

の
駅
あ
っ
さ
ぶ
第
２
駐
車
場
で
実
施
さ
れ
、
町
内
各
団
体
や

事
業
所
な
ど
か
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
安

全
運
転
と
書
か
れ
た
旗
を
持
ち
、
運
転
手
や
同
乗
者
に
対
し

て
啓
発
品
を
配
布
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
暗
く
な
る
の
が
早
く
な
っ
て
き
ま

す
。
早
め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な
ど

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

秋
の
交
通
安
全

　

早
め
の
ラ
イ
ト
で

　
　

安
全
運
転
を
！

▲早めのライト点灯を心がけましょう！

▲各地域をパトロールし、交通安全を呼びかけました！

　

９
月
29
日

（月）
、
厚
沢
部
交
通
安
全
協
会（
髙
田
一
弥
会
長
）

と
町
共
催
に
よ
る
、
交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、

交
通
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

　

厚
沢
部
地
区
交
通
安
全
協
会
、
町
、
江
差
警
察
署
、
各
町

内
会
の
皆
さ
ん
が
車
に
乗
り
、
列
を
な
し
て
町
内
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
、
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

髙
田
会
長
は
、「
今
後
も
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
交
通
安
全
啓
発
・
推
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　

の
実
施　

▲輪投げ競技の様子（おしい～！）

　

10
月
15
日

（水）
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
『
第
45
回
町

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
９
団
体
会
員
64
名
は
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

対
戦
。
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
せ
ら
れ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
た
競
技
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。例
年
と
同
様
、

今
大
会
に
も
厚
沢
部
中
学
校
３
年
生
23
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
。
生
徒
た
ち
も
一
部
競
技
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
高
齢
者
の
方
々
と
元
気
に
触
れ
合
い
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
生
と
一
緒
に

　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

大
会
を
開
催　

▲仮装姿を見て笑顔に！眠気も吹っ飛んだかな？

　

10
月
１
日

（水）
、
赤
沼
地
区
子
ど
も
会
の
役
員
５
名
は
、
午

前
７
時
30
分
か
ら
、
登
校
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
笑
顔
あ

い
さ
つ
運
動
を
行
い
、
登
校
中
の
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

少
し
早
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
に
身
を
包
ん
だ
大
人
た
ち

を
見
た
子
ど
も
達
は
、
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、
た
ま
ら
ず

笑
顔
に
な
り
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
挨
拶
を
し
て

元
気
に
登
校
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

赤
沼
町
で

　

挨
拶
運
動
を
実
施　

　

10
月
14
日

（火）
、認
定
こ
ど
も
園
し
し
ま
い
組（
年
長
児
）は
、

『
あ
か
ぬ
ま
サ
ロ
ン
』
に
て
、
赤
沼
町
地
区
の
方
々
と
一
緒

に
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
６
月
に
植
え
た
苗
か

ら
サ
ツ
マ
イ
モ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
た
こ
と
を
園
児
た
ち

は
喜
び
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
「
植
え
た
と
き
は
１
本
の
葉
っ
ぱ（
茎
）
だ

っ
た
の
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
に
な
っ
て
す
ご
い
ね
！
」、「
お
い

し
そ
う
だ
ね
！
」
と
赤
沼
町
地
区
の
方
々
と
楽
し
そ
う
に
話

し
な
が
ら
収
穫
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
で

　
　
　
　

世
代
交
流　

▲おいしそうなサツマイモだ～！

　

９
月
30
日

（火）
、認
定
こ
ど
も
園
し
し
ま
い
組（
年
長
児
）は
、

館
町
の
早
瀬
さ
ん
の
畑
で
メ
ー
ク
イ
ン
の
収
穫
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
メ
ー
ク
イ
ン
は
５
月
に
園
児
た
ち
が
自
ら
種

芋
を
植
え
た
も
の
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
、「
小
さ
か
っ
た
種
芋
が
こ
ん
な
に
大
き
く

な
っ
て
、
数
も
た
く
さ
ん
増
え
て
て
す
ご
い
！
」
、「
早
く
塩

煮
で
食
べ
た
い
！
」
と
、
土
を
一
生
懸
命
掘
り
な
が
ら
、
メ

ー
ク
イ
ン
の
収
穫
を
喜
び
ま
し
た
。

春
に
植
え
た

　

メ
ー
ク
イ
ン　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

収
穫
体
験　

▲たくさんの収穫に園児は大喜び！
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流
や
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し

た
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
館

小
か
ら
は
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
短
期
留
学

生
の
受
け
入
れ
や
地
域
行
事
へ
の

参
加
に
つ
い
て
、
厚
中
か
ら
は
、

修
学
旅
行
や
地
域
活
動
、
不
登
校

生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◎
義
務
教
育
学
校
整
備
に
つ
い
て

　

少
子
化
や
校
舎
の
老
朽
化
を
踏

ま
え
、
新
し
い
義
務
教
育
学
校
の

▲怪しいと思ったら、すぐ誰かに相談を！

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
発
生
時
か
ら
福
島
の
子
ど
も
達
を

守
る
活
動
を
継
続
し
て
い
る
『
だ
っ
こ
ん
び
檜
山
の
会
厚
沢

部
支
部（
松
島
美
保
子
代
表
）』
は
、
10
月
23
日

（木）
、
代
表
所

有
の
畑
「
だ
っ
こ
ん
び
畑
」
で
栽
培
し
て
い
た
馬
鈴
薯
や
人

参
を
東
京
都
か
ら
修
学
旅
行
で
訪
問
中
の
有
明
中
学
校
の
生

徒
た
ち
と
一
緒
に
収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
福

島
の
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
松
島
代
表
は

「
野
菜
を
送
る
こ
と
で
福
島
の
子
ど
も
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
、
よ
り

元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
野
菜
を

福
島
の
子
ど
も
達
へ

　

10
月
25
日

（土）
、
令
和
７
年
度
札
幌
厚
沢
部
会
総
会
・
懇
親

会
が
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
さ
れ
会
員
約
40
名
と
町
か

ら
の
来
賓
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

唐
川
秀
昭
会
長
は
「
今
後
と
も
末
永
く
厚
沢
部
会
の
活
動

が
続
く
よ
う
、
新
規
会
員
の
獲
得
に
も
務
め
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
参
加
者
ら
は

美
味
し
い
お
酒
と
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
久
々
の
再
会
を
喜

び
、
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▲たくさんの人参が収穫できました！

札
幌
厚
沢
部
会

総
会
・
懇
親
会
の
開
催　

▲お酒と料理と再会を大いに楽しみました。

－教育委員会だより－

館
小
鹿
子
舞
体
験

　

９
月
12
日

（金）
、
３･

４
年
生
が

当
路
鹿
子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
も
と
、
初
め
て
の
鹿
子

舞
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
と
学
校
が
つ
な
が

る
学
び
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

義
務
教
育
学
校
整
備
検
討
委
員
会
・
合
同
学
校
運
営
協
議
会

　

９
月
17
日

（水）
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
集
会
室
に
お
い
て
「
第
３
回

厚
沢
部
町
義
務
教
育
学
校
整
備
検

討
委
員
会
」
及
び
「
合
同
学
校
運

営
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
各
小
中
学
校
の
教
職
員
や

保
護
者
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど

が
参
加
し
、
義
務
教
育
学
校
の
整

備
に
向
け
て
の
状
況
説
明
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◎
各
学
校
か
ら
の
取
組
報
告

　

厚
小
か
ら
は
、
上
下
級
生
の
交

厚
中 

北
方
領
土
学
習

６
日

（木）
厚
中
学
力
テ
ス
ト

11
日

（火）
檜
特
研
厚
沢
部
大
会

14
日

（金）
南
特
研
合
同
学
習

19
日

（水）
館
小
教
職
員
研
修

11
月
の
主
な
学
校
行
事

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和７年（2025 年）11 月
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小
合
同
理
科
見
学
学
習

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
サ
ポ
ー
ト

　

９
月
24
日

（水）
、
厚
中
２
年
生
は

北
方
領
土
学
習
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

歴
史
や
地
理
の
視
点
か
ら
北
方

領
土
問
題
を
学
び
、
地
域
と
世
界

を
見
つ
め
る
眼
を
育
て
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

９
月
19
日

（金）
、
小
学
６
年
生
が

理
科
の
現
地
見
学
学
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
函
館
市
大
澗
や
江
差
町

五
厘
沢
の
地
層
を
観
察
し
、
質
感

や
色
を
確
か
め
な
が
ら
「
本
物
」

の
自
然
か
ら
学
び
ま
し
た
。

　

10
月
20
日

（月）
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
特

殊
詐
欺
体
験
会
（
江
差
地
区
防
犯
協
会
主
催
）
が
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
開
催
さ
れ
、
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た

 

体
験
会
で
は
江
差
警
察
署
の
職
員
が
犯
人
役
と
な
り
、
還

付
金
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
す
り
替
え
の
２
種
類
の
詐
欺
の

実
演
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
者
は
「
突
然
お
金
の
話
が
出
た

ら
怪
し
ん
で
電
話
を
切
り
、
家
族
や
警
察
相
談
電
話(

♯

９
１
１
０)

に
相
談
を
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

巧
妙
に
な
っ
て
い
る

　
　

特
殊
詐
欺
か
ら

　
　
　
　

身
を
守
る

　

９
月
11
日

（木）
、
厚
中
１
年
生
は

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
生
活

や
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
調
べ
物
を
し
た

り
、資
料
を
ま
と
め
た
り
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
課
題
を
深
め
ま
す
。

　

こ
の
日
は
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

も
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
。
機
器
の
使

い
方
や
情
報
の
整
理
を
助
け
る
こ

と
で
、生
徒
の
「
調
べ
る
力
」
「
ま

と
め
る
力
」
が
伸
び
て
い
ま
す
。

今
後
は
発
表
を
通
し
て
「
伝
え
る

力
」
も
育
ん
で
い
き
ま
す
。

整
備
に
向
け
た
候
補
地
の
検
討
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
で
は
、「
厚

中
敷
地
」
や
「
総
体
・
図
書
館
敷

地
」
が
有
力
候
補
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
基
本
構

想
や
基
本
計
画
を
策
定
し
、
住
民

説
明
会
等
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

◎
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」

　

会
議
の
最
後
に
は
、
合
同
会
社

未
来
教
育
デ
ザ
イ
ン
代
表
の
平
井

聡
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
平
井
氏
は
「
探
究
的
な
学

び
」
と
「
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
工
夫
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
語
り
、
オ
ラ

ン
ダ
の
教
育
現
場
を
視
察
し
た
経

験
を
交
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
づ
く
り
に
必
要
な
視
点
を
紹

介
し
ま
し
た
。

素敵な過疎のまちのあゆみ
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社
会
教
育
通
信

　

文
化
財
保
護
委
員
の
神
社
視
察 

お
す
す
め
新
着
図
書

●「
わ
た
し
は
食
べ
る
の
が
下
手
」　

天
川
栄
人(

著)

（
小
峰
書
店
） 

　

　

「
食
」
に
悩
み
を
持
つ
食
べ
る

の
が
下
手
な
女
子
中
学
生
た
ち
の

給
食
改
革
物
語
。
大
人
に
も
読
ん

で
ほ
し
い
児
童
小
説
。

●
「
ブ
ロ
ッ
ク
で
な
ん
で
も
つ
く

る
！
ビ
ル
ダ
ー
の
頭
の
中
」
　
三

井
淳
平(

著)

（
偕
成
社
）

　

世
界
的
に
有
名
な
お
も
ち
ゃ
の

ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
、
ア
ー
ト
作
品

を
制
作
す
る
プ
ロ
ビ
ル
ダ
ー
の
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
。

　

文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
毎
年

町
内
の
文
化
財
視
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
下
地
区
の
神
社

を
視
察
し
ま
し
た
。 

　

厚
沢
部
町
に
は
16
の
神
社
が
あ

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
集
落
の
氏

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

集
落
の
中
心
地
に
あ
る
も
の
や
、

山
の
登
り
口
に
あ
る
も
の
な
ど
、

個
性
が
み
ら
れ
ま
す
。
視
察
で
は

こ
う
し
た
神
社
の
立
地
や
集
落
と

の
位
置
関
係
を
確
認
し
ま
し
た
。 

●
山
の
登
り
口
に
あ
る
神
社 

　

本
町
の
神
明
社
は
典
型
的
な
山

の
登
り
口
の
神
社
で
す
。
神
明
社

は
太
鼓
山
に
登
る
尾
根
の
麓
に
あ

り
、
神
社
の
裏
か
ら
太
鼓
山
へ
と

続
く
道
が
の
び
て
い
ま
す
。
昔
の

厚
沢
部
の
人
々
に
と
っ
て
山
は
仕

事
の
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
命

を
奪
う
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

山
に
入
る
人
を
守
る
、
あ
る
い
は

山
そ
の
も
の
を
信
仰
の
対
象
と
す

る
の
は
自
然
な
感
情
で
す
。
神
明

社
に
は
境
内
社
と
し
て
大
山
祗
神

（
お
お
や
ま
ず
み
の
か
み
）
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
天
照
大
御

神
が
主
祭
神
で
す
が
、
本
来
は
山

の
神
で
あ
る
大
山
祗
が
祀
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　

同
じ
よ
う
な
ヤ
マ
の
神
社
に

は
、
美
和
の
八
幡
神
社
や
上
里
の

大
山
祗
神
社
、
滝
野
の
瀧
廻
神
社

が
あ
り
ま
す
。 

●
集
落
の
中
に
あ
る
神
社 

　

富
栄
の
神
明
神
社
や
赤
沼
明
神

は
集
落
の
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
元
々
が
集
落
の
守
り
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
神
様
が
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
神
社
で
、
ム

ラ
の
神
社
と
言
え
そ
う
で
す
。
神

明
神
社
の
祭
神
は
天
照
大
御
神
、

赤
沼
明
神
の
祭
神
は
大
名
持
（
お

お
な
む
ち
）
で
す
。 

●
神
社
か
ら
み
え
る
も
の 

　

神
社
は
宗
教
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
現
代
的
な
宗
教
と
は
異

な
り
ま
す
。
宗
教
に
は
教
義
が
あ

り
、
教
祖
が
い
る
の
が
普
通
で
す

が
、
神
社
や
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
神

様
に
は
、
由
来
や
伝
承
は
あ
っ
て

も
、
教
義
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
神

社
は
い
つ
、誰
が
、ど
う
や
っ
て
始

め
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
、「
昔
か

ら
あ
る
大
切
な
も
の
も
の
」
で
し

た
。
一
見
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う

な
厚
沢
部
町
の
神
社
で
す
が
、
地

域
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
重
要
な
文
化
財
の
一
つ
で
す
。 

 
　本町の神明社はヤマの神明社特有の　本町の神明社はヤマの神明社特有の静静

せいみつせいみつ

謐謐な空気が漂な空気が漂
いますいます。。上里大山祗神社。上里大山祗神社。

　神明社の境内境内社。稲荷さんや馬頭観音とならん　神明社の境内境内社。稲荷さんや馬頭観音とならん
で大山で大山祗神が祀られています。祗神が祀られています。

　富栄の神明神社は集落の中にあります。広々とした　富栄の神明神社は集落の中にあります。広々とした
景観が、ムラの神社らしさを示しています。景観が、ムラの神社らしさを示しています。

令和７年度

全国学力・学習状況調査の
結果について

実施児童生徒
厚沢部小・館小６年
厚沢部中３年

調査目的
この調査は、義務教育の機会均等と水準維持向上を図るための調査です。児童・生徒の

学力や学習状況の把握・分析により、教育施策の成果と課題を検証し、教育活動の充実や
学習状況の改善につなげます。本調査は、学力の特定の一部分・教育活動の一場面である
ことをご理解ください。

小学校 教科に関する調査結果（平均正答率：全国平均を100とする）

60

80

100

120
国（話す・聞く）

国（書く）

国（読む）

算（数と計算）

算（図形）

算（測定）

算（変化と関係）

算（データの活用）

理（エネルギー）

理（粒子）

理（生命）

理（地球） 本町 道

〇教科を中心とした学力・学習状況

小学校 児童質問調査結果 (点線を全国平均とする)

〇その他の学力・学習状況

〇算数と理科の学習活動が積極的に行われています。また、ICTを活用した学習
が積極的に行われています。

〇総合・学級活動・道徳、読書等・生活習慣・自己有用感等に係る項目の肯定的
回答が全国平均より低い数値となっています。

小 学 校小 学 校

　上里大山祗神社。山の入り口にある神社は山に　上里大山祗神社。山の入り口にある神社は山に

入る人の守り神でした。入る人の守り神でした。
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結果から考えられる要因分析

〇「友達関係に満足していますか」の設問に肯定的に回答した割合が全国平均を

14.4pt上回っており、友人関係が良好であることがわかります。

〇「毎日朝食を食べていますか」の設問に「食べている」と回答した割合が全国

平均より24.5pt低く、生活環境に改善の余地があります。

〇「普段の生活の中で幸せな気持ちになることがある」の設問に肯定的に回答し

た割合が全国平均を25.6pt下回っており、さらに、「学校に行くのは楽しい」

に肯定的に回答した割合が全国平均を12.3pt下回っています。

この矛盾した結果は、休み時間や放課後が楽しいけれど、学びに対して楽しさ

を感じていないことが推察されます。

〇国語は記述問題の平均正答率が全道・全国平均より低いです。根拠をもって説

明することに慣れていないと推察されます。

〇数学は「素数理解」「１次関数」の設問の正答率が全道・全国平均より低く、

抽象的思考、論証の分野を苦手としています。思考の言語化に慣れていないと推

察されます。

〇理科は「実験・観察の根拠を考える」設問の正答率が全道・全国平均より低い

です。実験・観察の意味を深く考えることに慣れていないと推察されます

厚沢部町の対応策

〇記述力育成プログラムの推進

全ての教科において、記述問題を苦手としていることから、記述力基礎育成

プログラムを推進します。また、AIを使った対話指導を推進します。

〇ICT活用学習の推進

AIドリルや生成AIを活用し、教科等横断的思考力の育成を行います。

応用的な問題に取り組みます。

〇生活習慣改善の取組推進

朝食摂取率改善についての調査を実施し、要因を探ると共に改善案を検討

します。また、生活習慣改善に向けた啓発を行います。

〇メンタルヘルス・幸福感向上の取組推進

小さな達成感を得られる活動を設計します。また、複数の教員による個別面談

を充実させ、個々の生徒へのきめ細かな支援を行います。

中 学 校
結果から考えられる要因分析

〇「テストの間違いを先生がわかるまで指導する」が全国平均を38pt上回っており、

教職員による手厚いサポートがあると児童に受け止められています。

〇国語・算数では「記述型」の正答率が全国平均より低いです。複数の資料を結

びつけて考えたり、相手を意識して根拠をもって説明することに慣れていないと

推察されます。

中学校 教科に関する調査結果（平均正答率：全国平均を100とする）

60

80

100

120
国（話す・聞く）

国（書く）

国（読む）

数（数と式）数（図形）

数（関数）

数（データの活用）

本町 道

〇教科を中心とした学力・学習状況

中学校 生徒質問調査結果 （点線を全国平均とする）

〇その他の学力・学習状況

〇国語・数学の学習活動が積極的に行われており、意識も高いです。また、ICTを
活用した学習が積極的に行われています。

〇理科に関する意識、学習活動の項目が全国平均よりも低い数値でした。
〇総合・学級活動・道徳、主体的な学習の調整、向社会性の項目は、全国平均より
も高い数値でした。

〇生活習慣、学習習慣、読書等、自己有用感等に係る項目は、全国平均よりやや低
い結果となりました。

小 学 校

中 学 校

中 学 校



15 1415 14

●
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ

に
ご
注
意
！

　

電
子
証
明
書
の
更
新
対
象
の
方

は
期
限
が
切
れ
る
前
に
更
新
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
電
子
証
明
書

の
期
限
が
切
れ
て
い
る
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
確
定
申
告

が
で
き
ま
せ
ん
。

●
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
は
忘

れ
ず
に
！

　

署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番

号
（
英
数
字
６
～
16
文
字
）
と
、

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗

証
番
号
（
数
字
４
桁
）
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
確
定
申

告
に
必
要
で
す
。
お
忘
れ
な
き
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ　

　

住
民
税
務
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
３

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

 

言
葉
の
正
確
性
に
つ
い
て

vol.163

　

弁
護
士
の
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
法
律
相
談
・
打
合
せ
等
で
助

言
・
指
示
を
し
た
り
、
書
面
作

成
を
し
た
り
、
言
葉
で
物
事
を

伝
え
る
機
会
が
多
い
で
す
。
こ

の
よ
う
な
機
会
に
お
い
て
は
、

正
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
言
葉

の
正
確
性
を
強
く
意
識
し
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
「
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
」
と
「
敷
居
が
高
い
」
と
い

う
似
て
非
な
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
両
者
の
違
い
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。「
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
」
と
は
、
超
え
て
い
く
べ
き

障
害
・
関
門
が
高
い
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
法

律
事
務
所
に
法
律
相
談
に
行
く

こ
と
は
、
心
理
的
に
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
」
な
ど
と
使
う
で
し
ょ

う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
敷
居
が

高
い
」
と
は
、
不
義
理
・
不
面

目
な
こ
と
を
し
て
い
て
、
そ
の

人
の
家
に
行
き
に
く
い
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
で
す
か
ら
「
法

律
事
務
所
に
法
律
相
談
に
行
く

こ
と
は
、
心
理
的
に
敷
居
が
高

い
」
な
ど
と
使
う
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
誤
っ
て
理
解

さ
れ
て
い
る
言
葉
は
ま
だ
あ
り

ま
す
。
「
姑
息
」
と
い
う
言
葉

は
、
卑
怯
と
い
う
意
味
で
理
解

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
が

「
そ
の
場
し
の
ぎ
の
」
と
い
う
意

味
が
正
確
な
理
解
で
す
。
ま
た

「
煮
詰
ま
る
」
と
い
う
言
葉
は
、

行
き
詰
ま
る
と
い
う
意
味
で
理

解
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す

が
「
検
討
が
進
ん
で
結
論
を
出

せ
る
状
態
に
な
っ
た
」
と
い
う

意
味
が
正
確
な
理
解
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
意
味
を
重
ね
て

し
ま
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
「
犯
罪
を
犯
す
」
と
か

「
頭
痛
が
痛
い
」
な
ど
で
す
。「
犯

罪
を
犯
す
」
を
正
確
に
言
い
換

え
る
と
、
ど
う
い
う
言
い
回
し

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
一

つ
の
候
補
と
し
て
「
罪
を
犯
す
」

と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
で
は
「
頭
痛
が
痛
い
」

を
正
確
に
言
い
換
え
る
と
、
ど

う
い
う
言
い
回
し
に
な
る
で
し

ょ
う
か
。

　

さ
て
、
正
確
に
言
葉
を
使
用

す
る
こ
と
は
、
確
か
に
大
切
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
誤
っ
て

理
解
さ
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い

て
は
、
特
に
誤
っ
て
使
っ
た
方

が
相
手
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
す
よ
ね
。
正
確

性
の
程
度
は
場
面
に
応
じ
て
使

い
分
け
る
こ
と
も
大
事
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　

弁
護
士　

川
口　

智
博
】

町では、物価高騰支援としまして、水道基本料金 1,700 円を３か月間免除いたします。
なお、当支援を受けるにあたり、申請手続は不要です。

＜免除対象＞令和７年 11 月から令和８年１月までの３か月間

検針月（請求月） 口座振替日 請求書発送時期

令和７年11月 令和７年12月25日 令和７年12月上旬

令和７年12月 令和８年１月26日 令和８年１月上旬

令和８年１月 令和８年２月25日 令和８年２月上旬

※下水道料金は減免の対象となりません。
※病院用・浴場用・工場用・臨時用の水道基本料金も 1,700 円免除となります。

 ●問合せ先 建設水道課　上下水道係　 ☎６４－３３１６

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」
を

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
領
収
書
又
は
納
付
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
毎
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

に
か
け
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
保
険
料

を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年

２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご

照
会
は
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

０
０
４
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

◆
受
付
時
間

〔
月
～
金
曜
日
〕
８
時
30
分
～
19
時

〔
第
２
土
曜
日
〕
９
時
～
17
時　

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
は
除
く
）
と

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
利
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

★
問
合
せ
先　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

　

９
月
17
日

（水）
、
厚
沢
部
町
農
業

委
員
会
で
は
町
内
各
地
の
作
況
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
町
内
農
産

物
の
生
育
状
況
を
把
握
し
農
業
委

員
会
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

も
佐
藤
町
長
、
農
協
、
土
地
改
良

区
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
に
続
き
高
温
障
害

の
た
め
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
収
量
が

減
少
し
た
作
物
が
あ
る
一
方
、
豆

類
、
さ
つ
ま
い
も
等
、
良
好
な
生

育
状
況
で
あ
る
作
物
も
あ
り
ま
し

た
。
品
目
に
も
よ
り
ま
す
が
、
目

立
っ
た
害
虫
、
病
気
の
被
害
も
少

な
く
、
場
所
・
品
種
に
も
よ
り
ま

す
が
、
米
・
豆
類
を
中
心
に
、
お

お
む
ね
平
年
並
み
～
や
や
良
好
な

生
育
状
況
が
見
込
ま
れ
、
特
に
豆

類
は
出
来
が
よ
い
と
総
括
し
ま
し

た
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・
相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

　
農
作
物
作
況
調
査
を
行
い
ま
し
た

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.128
▲田の作況調査 ▲サツマイモ栽培ほ場にて

  物価高騰支援に伴う水道基本料金の免除

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ
ー
ド
で
確
定
申
告
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　　　いなかの絆で

　　　　　　　　　　孤立を防ぐ

　高齢化が進む中で一人暮らしの高齢者の方が増え、社会との関わりが希薄になり、
生活や病状の変化を誰にも気づかれない、自分でも気づかずに過ごしている方を多く
見かけるようになりました。
　そのまま放置するとセルフネグレクト（自己放任）状態に陥り、生活・健康状態が
悪化するほか最悪の場合には孤立死に至る危険性があります。

●セルフネグレクトとは
高齢者が、通常一人の人として生活において当然行うべき行為を行わない、あるいは
行う能力がないことから、自己の心身の安全健康が脅かされる状態に陥ること

　セルフネグレクトは、病気の悪化、認知症や精神疾患、経済的な問題、あるいは「人
に頼りたくない」「迷惑をかけたくない」といった心理的な要因など、様々な理由から
本人の支援を求める力が低下しているために起こります。

●セルフネグレクトの特徴
・無力感、あきらめ、投げやりな様子がある	
・薄汚れた下着や衣服、ゴミや物の堆積、使えない部屋や設備（トイレ、浴室）がある
・地域行事への参加減少、対面を避ける傾向、過剰な遠慮をする
・問題行動への指摘に対して自分なりの理由で正当化する
・攻撃的な言動や怒鳴るような口調で対応する
・同じ洗濯物が干されたままになっている　など	

●地域の見守りの重要性
　同居する家族も高齢化し、本人の変化に気づけない、対応に困ることが増え専門職
でも対応に苦慮する困難事例に移行することがあります。
　そのような場合、適切な相談機関に連絡することで、医療・介護の専門職による介
入が始まります。成年後見制度や介護保険制度などを活用し生活を立て直せる可能性
もあるため早期発見・早期対応が必要です。
　しかしながら、本人から訴えることは難しく、前述したとおり家族でも気づけない
状況であると、生活に必要な支援を拒み限界を超えた生活を送り続けてしまいます。
　したがって早期発見・早期対応には普段から関わりがある地域の皆さんの「ちょっ
とした気づき」と「見守り」が大切です。

●自分でもできること
　地域行事に参加する、定期的に誰かと会う時間を設ける、介護予防教室へ参加する
等を行い、社会との関りを持つ。自ら異変に気づいてもらう機会を積極的に作ること
も肝心です。
　また、一方的に支えてもらうのではなくお互いさまの気持ち（互助）で支え合って
暮らしていけるといいですね。

☆問合せ先☆　地域包括支援センター係　☎６７-２２９９

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

今月は、 包括支援センター係　米田　茜　です

ごめんください
包括支援センターです！ 406

（４人分）

今月の簡単レシピ

大根と長芋の天ぷら

　揚げるイメージのない大根と長芋ですが、

大根はサクサク・長芋はホクホク食感でど

ちらも甘みが出て驚きです！生ではもちろ

ん、煮ることの多い食材ですが、ぜひ揚げ

物でもお召しあがりください。

【材料】 【数量】 【作り方】

大根 10cm ①�大根はサイコロ状に切り、レ
ンジで４分ほど加熱します。

　�長芋は輪切りにします。（加
熱なし）

②�ボウルに天ぷら粉と水を溶
き、熱した油で①を衣付けし
カラッと揚げます。

③�器に盛り、ドライパセリを
振って完成です。お好みで塩、
または天つゆでお召し上がり
ください。

長芋 15cm

天ぷら粉 大さじ３

水 大さじ６

油 適量

ドライパセリ 少々

食改からのコ
メント

食生活
改　善
協議会

①所属　保健福祉課こども園係（保育教諭）

②出身　厚沢部町鶉町

③趣味　音楽ライブ、ラーメン食べ歩き

④特技　利きラーメン

⑤座右の銘　温故知新

⑥�町民の皆様へ　子ども達と一緒に町を盛り上げて

いきたいと思います！　よろしくお願いします！

 ●届出・お問い合わせ先　政策推進課政策推進係　☎６４－３３１２

一定面積以上の土地取引には届出が必要です！
　土地の売買・賃借・交換・営業譲渡など、一定面積以上の土地取引に係る契約をした場合には、国土

利用計画法の規定により、その土地が所在する市町村に届出が必要です。

【届出の対象となる面積】

●都市計画区域外　１万㎡以上

【届出者】 ●土地の権利取得者（買主等）  

【届出期限】　契約締結日から２週間以内※提出期限を過ぎた場合でも届出書の提出にご協力願います。

【提出書類】　★各３部 　

●土地売買等届出書 　

●土地売買等契約書の写し

●土地の位置を明らかにした縮尺５万分の１以上の地形図 　

●土地及びその付近の状況を明らかにした５千分の１以上の図面 　

●土地の形状を明らかにした図面 　

●委任状（代理人が届出する場合）  

【罰則】　届出をしないと法律で罰せられることがあります。 　

※提出様式や制度の詳細は町ＨＰをご覧ください。

※山林の場合は要件が異なりますので農林課にご相談願います。（農林課　☎６４－３３１４）

町ホームページ

　
10 月１日付

採用
職員紹介

新

東
あずまや

谷　拓
たく

（32歳）
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（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

11月1日（土） 乙部町国保病院（62-2331） 2日（日） 道立江差病院（52-0036）

3日（月） 佐々木病院（52-1070） 8日（土） 厚沢部町国保病院（64-3036）

9日（日） 上ノ国診療所（55-2017） 15日（土） 勤医協診療所（52-1366）

16日（日） 道立江差病院（52-0036） 22日（土） 佐々木病院（52-1070）

23日（日） 厚沢部町国保病院（64-3036） 24日（月） 乙部町国保病院（62-2331）

29日（土） 上ノ国診療所（55-2017） 30日（日） 勤医協診療所（52-1366）

　 11 月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科

　　４日（火）
　  ５日（水） 午前のみ
　　18日（火） 
　　19日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
四十肩・五十肩って何？　その２四十肩・五十肩って何？　その２

Ｑ：どのような経過をたどりますか？

Ａ：典型的な場合は次の３つの期間を経て、１～

３年くらいの経過で回復していくといわれていま

す。

①炎症期：痛みが出現し動かすことが苦痛になり

　ます。安静時痛や夜間痛も強くなり拘縮が徐々

　に進行します。

②拘
こうしゅくき

縮期：拘縮が中心となりあらゆる方向に動き

　が狭くなります。痛みは軽快していきます。

③寛
かんかいき

解期：拘縮が徐々にとれて動きが改善してい

　きます。※日本理学療法士協会：理学療法ハンドブックより

　　　　　　　　　　　理学療法士　田口　明

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　7.28日（午前11時迄の受付）
午後　7.20.28日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　14.28日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　10日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月・火・水・金曜日
　　　（11月から木曜午前休診）
午後　木曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　10.11.18日（午前11時迄の受付）
午後　10.17日

耳鼻咽喉科
午前　4.5.12.13.18.19.26.27日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　12.26日

眼 科
午前　6日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　5.19.26日

皮 膚 科 午前　火曜日

運
転
免
許
更
新
時
講
習

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
11 月８日・22 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　
上
里
・
小
笠
𠩤
イ
ツ
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

　

広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第４回

　

不法投棄は
犯罪です！
見られてない・バレないから
という考えはやめましょう。

－ 11 月＆ 12 月の行事＆お知らせ－

　　ふるさと納税で厚沢部町を
　　応援してください！
　　　　　（町特設ＨＰは右記から）

◎
ま
な
び
っ
く

☆
11
月
６
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
11
月
20
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

図
書
無
償
譲
渡
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
所
蔵
の
古
く
な
っ
た
書

籍
や
利
用
数
が
少
な
い
書
籍
を
対

象
に
無
償
譲
渡
を
行
い
ま
す
。

　

図
書
館
内
に
譲
渡
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

■
場
所　

厚
沢
部
町
図
書
館

■
期
間　

11
月
３
日

（月） 

９
時
～

　
　
　
　

11
月
30
日

（日） 

17
時

■
そ
の
他　

譲
渡
コ
ー
ナ
ー
は
当

面
の
間
、
設
置
予
定
で
す
。

★
問
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
（
図
書
館
）

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
４
３
６

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業

を
営
む
方
に
課
税
さ
れ
る
道
税
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

道
税
は
納
付
所
に
付
さ
れ
た
地

方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
等
を
利
用
し
て
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
納
税
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

 　
　
　
　

 

☎
５
２
‐
６
４
７
３

12
月
１
日
は
「
個
人
事
業
税
」

第
２
期
分
の
納
期
限
で
す
！

　

例
年
実
施
し
て
い
る
特
設
人
権

相
談
所
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

日
頃
の
困
り
ご
と
や
人
権
に
関
す

る
疑
問
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
４
日

（木）　

13
時
～
15
時

■
場
所　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階
小
会
議
室

■
参
加
費　

無
料

★
問
合
せ
先

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
３

「
特
設
人
権
相
談
所
」
の
開
設

近　道

いけないっ！　遅刻！遅刻！

おっ　穴がある！

近道だ！

それっ！

地球の反対側に地球の反対側に
来ちゃった来ちゃった

サンバ！サンバ！

WowWow

事

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

11
月
の
休
日
当
番
医

（
17
時
以
降
は
道
立
江
差
病
院
が
当
番
医
と
な
り
ま
す
）

11 月～ 12 月　行事＆お知らせ



20
発行   厚沢部町政策推進課政策推進係
〒 043-1113   檜山郡厚沢部町新町 207 番地
TEL 0139-64-3312　FAX 0139-67-2815

H     P ◇ https://www.town.assabu.lg.jp

E‐Mail ◇ info ＠ town.assabu.lg.jp
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広報あっさぶ

令和７年11月号（第743号）

第 12回大収穫祭 in あっさぶ第 12回大収穫祭 in あっさぶ

　

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
厚
沢
部
営
農

セ
ン
タ
ー
主
催
『
第
12
回
大
収
穫

感
謝
祭
in
あ
っ
さ
ぶ
』
が
10
月
４

日
（土）
、
役
場
前
特
設
会
場
で
開
催

さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
「
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ

ン
１
０
０
周
年
記
念
」
と
し
て
商

工
会
青
年
部
に
よ
る
今
年
２
度
目

の
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
が
揚
げ
ら

れ
た
ほ
か
、
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ

ン
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
大
会
や
ゲ

ー
ム
が
行
わ
れ
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
で
は
新
米
や
大
根
、
ネ
ギ
な
ど

の
野
菜
が
特
別
価
格
で
販
売
さ

れ
、
実
り
の
秋
を
感
じ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

▼
み
そ
汁
の
痕
跡
を
追
っ
て
い

ま
す
。
あ
る
日
、
ご
近
所
さ
ん
の

お
宅
へ
子
ど
も
と
お
邪
魔
し
た

時
、
初
め
て
の
環
境
に
よ
そ
よ
そ

し
か
っ
た
子
が
、
慣
れ
て
き
て
遊

び
始
め
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見

て
、
ご
近
所
さ
ん
が
「
み
そ
汁
し

も
っ
て
き
た
な
あ
～
」
と
言
い
ま

し
た
。
昔
の
表
現
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ど
う
や
ら
、
ま
さ
に
子
ど
も

が
慣
れ
て
遊
び
始
め
る
こ
と
を
、

「
み
そ
汁
が
し
も
っ
て
き
た
（
し

み
っ
て
き
た
）」
と
言
う
そ
う
な

の
で
す
。
て
っ
き
り
厚
沢
部
町
全

体
で
言
う
表
現
な
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
町
内
他
地
区
で

は
そ
ん
な
表
現
し
な
い
よ
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
「
み

そ
汁
」
の
使
用
を
確
認
で
き
て
い

る
の
が
、
当
路
、
南
館
町
、
城
丘

地
区
で
す
。
道
道
城
丘
江
差
線
沿

い
の
地
区
は
「
み
そ
汁
」
を
使
う

よ
う
で
す
。
仮
に
「
み
そ
汁
ロ
ー

ド
」
と
呼
び
ま
す
。
果
た
し
て
他

地
区
で
は
こ
の
表
現
を
使
わ
な

い
の
か
、
他
地
区
に
み
そ
汁
ロ
ー

ド
は
な
い
の
か
、
そ
も
そ
も
な
ぜ

み
そ
汁
に
例
え
る
の
か
ご
存
じ

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
き
な
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
体
調
を
崩

し
や
す
い
時
期
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
温
か
く
し
て
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。（
あ
ら
き
）

町の人口

（10 月 20 日届出分まで）

戸籍の窓

おくやみもうしあげます

令和７年９月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,052 917 1,018 1,935（±0）

鶉地区 304 267 284 551（＋7）

館地区 417 359 379 738（－2）

全 町 1,773 1,543 1,681 3,224（＋5）

※外国人住民を含む

（10 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 61件

今月の寄附金額 2,623千円
令和７年度
寄附件数累計 828件
令和７年度
寄附金額合計 14,634千円

前年度寄附金額 42,922千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

連続１７４ 日５

令和７年 10 月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

▲米すくい、たくさんすくえたかな？

おたんじょうおめでとう！

新町　鈴　木　実
み つ き

あ月　ちゃん  010/1　

　　　（隆二さん＆澪さん）

▲あっさぶメークイン 10 ㎏ ピッタリチャレンジ！

▲今年ももんすけが▲今年ももんすけが
　来てくれたよ！　来てくれたよ！

▲あっさぶメークイン１００周年記念
　ポテトチップス販売も大盛況

▲今年２度目のジャンボコロッケ！
　おいしくいただきました！

▲金子智也さん と サプライズ登場の大江裕さん

城　丘　松岡　 枝さん（95 歳）　9/20

緑　町　杉野　征己さん（80 歳）　9/30

上　里　小笠𠩤　榮さん（78 歳）10/ 2

上　里　佐藤トキワさん（97 歳）10/10

上　里　佐々木英明さん（87 歳）10/18

時
と

間
き

刻 む
を


